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Topics

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

【
美
山
】
副
団
長
▽
橋
本 

乾
一

【
園
部
】
分
団
長
▽
片
山 

卓
美

勤
功
章

【
美
山
】
分
団
長
▽
近
澤 

幸
次

【
八
木
】
分
団
長
▽
川
勝 

広
行

【
日
吉
】
分
団
長
▽
湯
浅 

啓
史

精
績
章

【�

園
部
】
副
分
団
長
▽
中
嶋 

了
士
／
部

長
▽
和
田 

秀
人

【�

八
木
】
分
団
長
▽
松
本 

清
臣
／
副
分

団
長
▽
三
輪 

隆
之

【�

日
吉
】
副
分
団
長
▽
井
尻 

智
道
・
杉

田 

秀
一

【�

美
山
】
分
団
長
▽
林 

秀
昭
／
副
分
団

長
▽
戸
本 

宏
樹

精
勤
章

【�

八
木
】
副
分
団
長
▽
石
橋 

康
彦
・
今

福 

淳
・
村
上 

裕
紀
／
部
長
▽
松
本 

誓
司
・
中
川 

善
之

【�

園
部
】
部
長
▽
上
原 

徹
也
・
奥
村 

茂
樹
・
下
西 

哲
也
／
班
長
▽
西
岡 

大
介
／
団
員
▽
野
々
口 

大
介

【�
日
吉
】
副
分
団
長
▽
近
藤 

慎
一
郎
／

部
長
▽
和
田 

貴
士
・
橋
本 

達
矢
・

吉
田 
晃
幸
・
齋
藤 

健

【�

美
山
】
部
長
▽
大
下 

裕
宣
・
菅
井 

克
章
・
中
島 
友
弘
・
木
村 

匡
良
・

梅
津 

彰
男

■
南
丹
市
長
表
彰

市
長
章

【�

女
性
分
団
】
副
分
団
長
▽
清
水 

範
子

／
班
長
▽
中
嶋 

由
恵
／
団
員
▽
岩
間 

寿
美
恵
・
森
本 

知
恵
子

【�

園
部
】
分
団
長
▽
木
村 

哲
／
副
分
団

長
▽
齊
藤 

武
志
・
山
岸 

三
洋
／
部

長
▽
野
々
口 

元
喜
／
団
員
▽
野
中 

元
樹
・
本
村 

修
・
塩
田 

隆
宏
・
小

寺 

廣
介
・
五
島 

雄
一

【�

八
木
】
部
長
▽
津
原 

慎
・
松
本 

勇

佑
・
麻
田 

和
政
／
班
長
▽
村
上 

真

吾
・
西
田 

正
規
・
葊
瀬 

晃
三
／
団

員
▽
齊
藤 

博
之
・
池
田 

寛
和
・
岩

谷 

哲
也

【�

日
吉
】
部
長
▽
上
村 

昌
也
／
班
長
▽

竹
村 

健
一
／
団
員
▽
吉
見 

孝
夫
・

佐
々
木 

紀
彰
・
農
本 

光
一
・
中
村 

高
士

【�

美
山
】
部
長
▽
山
名 

友
紀
／
班
長
▽

覗
渕 

敦
司
・
諌
本 

宗
幸
／
団
員
▽

藤
原 

誉
・
平
川 

智
久

■
南
丹
市
消
防
団
長
表
彰

団
長
章

【�

日
吉
】
団
員
▽
進 

裕
一
・
坪
井 

裕

輝
・
久
保
田 

瑞
人
・
廣
瀬 

拓
生
・

横
江 

美
喜
夫
・
宇
野 

竜
也
・
塩
貝 

晃
史
・
細
見 

豊
・
塩
貝 

智
哉

【�

園
部
】
部
長
▽
松
井 

一
也
・
竹
内 

誠
・
堀
林 

明
真
／
班
長
▽
泉 

康
孝
・

西
田 

英
人
・
上
田 

浩
平
／
団
員
▽

−平成31年南丹市消防団出初式−

消防団員としての自覚と誇り、
� 責任を持って活動する

南
丹
市
消
防
団
出
初
式

　

１
月
13
日
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し

体
育
館
で
、
南
丹
市
消
防
団
３
５
１
人

と
、
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消

防
署
46
人
が
参
加
し
、
南
丹
市
消
防
団

出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
市
長
が「
平
成
30
年

７
月
豪
雨
で
は
、
市
内
で
も
多
数
の
被

害
が
あ
り
、
団
員
の
皆
さ
ん
に
も
懸
命

な
活
動
を
い
た
だ
い
た
。
今
年
は
災
害

や
火
災
の
な
い
年
を
願
う
と
と
も
に
、

市
民
生
活
の
安
心
安
全
の
確
保
の
た

め
、
防
災
対
策
に
万
全
を
尽
く
す
よ
う

努
力
し
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
中
島
団
長
が「
近
年
は
自
然
災

害
の
多
様
化
や
大
規
模
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
日
頃
の
予
防
活
動
な
ど
が
大

変
重
要
に
な
る
。
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
め
、
消
防
の
使
命
を
達
成
し

て
い
き
た
い
」と
消
防
団
員
に
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
員
の
多
年
に
わ
た
る
勤
続

や
功
績
を
た
た
え
、
京
都
府
消
防
協
会

長
表
彰
、
南
丹
市
長
表
彰
、
南
丹
市
消

防
団
長
表
彰
な
ど
を
授
与
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
京
都
府
知
事
表
彰
、
消
防
庁

長
官
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
、

丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
の

受
章
者
を
披
露
し
ま
し
た
。


